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自己重力多体問題は球状星団や銀河などをモデル化する方法として強力な方法であるが、粒子数の増加によっ
て相互作用の計算量が莫大になる。このような問題を解決するために相互作用のみを高速に計算する専用計算機
GRAPEが開発されてきた。現在開発中のGRAPE-DRはプログラム可能な 512個の小規模な演算器を 1個の演算
プロセッサに集積し、高性能化を実現する (J.Makino,2005)。このため重力相互作用・SPH・Lennerd-Jones相互作
用のようなさまざまな相互作用型のアプリケーションを実装することができる。これらの 3つのアプリケーション
はホスト PCのシミュレータによって実行できることが確認されている。
実際のハードウェアの構成としては GRAPE-DRの演算ボード (GRAPE-DR Model 1800)は演算プロセッサ

(SING)、制御プロセッサ、粒子データ用メモリを 1ブロックとした 4ブロックで構成されている。このうち制御プ
ロセッサはホスト PCと演算プロセッサのデータのやり取りの制御や演算プロセッサへの命令投入や粒子データメ
モリへの転送制御を担当する。制御プロセッサは FPGA(再構成型論理素子)としてボード上に実装されているので
ボードが完成した後でもハードウェアの変更が可能になる。
GRAPE-DR Model 1800用の制御プロセッサ回路の開発を行い、GRAPE-DR用アセンブラ言語で書かれたプ

ログラムが実機で実行することを確認した。その上でGRAPE-DR用のエルミート積分用重力相互作用の計算のア
プリケーションを実機上に移植した。重力相互作用計算ライブラリのインタフェースはGRAPE-6に準拠している
ため、既存のGRAPE-6用アプリケーションを変更なしでGRAPE-DR上で動作させることが可能である。本発表
では実際のアプリケーションの性能評価についても発表する。


